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消費者アンケートについて(概要) 

調査経緯 

○既存の回収・リサイクル制度及び業界の自主取組等のある家電４品目、パソコン、携帯電話、小型家電、
小型二次電池を対象に、当該製品を廃棄したことがある消費者に対して、回収・リサイクル制度の認知
及び実際の廃棄先を尋ねることによって、認知と行動のギャップ及びその原因を探る。 

○参加・協力しやすい回収・リサイクル制度を尋ねることによって、認知と行動のギャップを解消するため
の方策を探る。 

○退蔵の有無を尋ね、その理由と、退蔵を解消するための方策を探る。 

○リサイクル制度や取組に対する、消費者の認知度、分かりやすさ、使用済製品の廃棄先の選択及びそ
の動機等の消費者意識について幅広く調査することによって、国内でいかに回収量を確保するかという
観点から、具体的にどういった対策が必要かを検討するための基礎調査とする。 

調査目的 

対象製品 

○家電４品目、パソコン、携帯電話、小型家電※1、小型二次電池※2 

   ※1 携帯音楽プレーヤー、デジタルカメラ、シェーバー、電気歯ブラシ（いずれも充電式のもの） 
   ※2 ※1の小型家電に使用されている小型二次電池 

○以下の区分について、人口構成比に比例するよう、プレ調査の回答を収集。 
• 性別：男性、女性 
• 年齢：２０代、３０代、４０代、５０代、６０代 
• 地域：北海道・東北・関東・中部・近畿・中国・四国・九州の８地域 

プレ調査回答の割付 
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消費者アンケートについて(概要) 

プレ調査 40,000人 

調査方法 

本調査 

家電４品目廃棄経験者 2,429人 

パソコン廃棄経験者 1,071人 

携帯電話等廃棄経験者 829人 

小型家電廃棄経験者 579人 

2,967人 

○プレ調査の対象者40,000人のうち、「過去３年間に対象製品を廃棄したことがある」と回
答した人の中から、更に2,967人を本調査の対象として抽出 

調査内容 

プレ調査 本調査 

・対象製品廃棄経験(過去３年間) 

・回収・リサイクル制度の認知度 

・廃棄先・廃棄先決定理由 

・希望廃棄先・希望廃棄先決定理由 

・退蔵理由 等 

※複数製品を廃棄した人はそれぞれの品目について回答 

・インターネットアンケートによる 
  モニター回答（回答率１００％） 
 

・過去３年間に廃棄経験があると回答
した人の中から本調査対象を抽出 
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品目 制度の認知度※３ 
主な廃棄先と 

その割合 

退蔵している人の 

割合とその理由※４ 
適正に廃棄されない理由 

家電 

４品目 

 

【８４．７％】 

◎７０．４％ 

○１４．３％ 

△ ９．５％ 

× ５．８％ 

・小売店等(７９．２％) 

・不用品回収業者(９．９％) 

・無料回収場所(３．６％) － 
・料金が高いと感じる人が存在 

・不用品回収業者等の存在 

パソコン 

【２１．６％】 

◎ ９．１％ 

○１２．５％ 

△２３．４％ 

×５５．０％ 

・ゆうパック(２２．１％) 

・小売店（３５．９％） 

・不用品回収業者(２１．５％) 

・無料回収場所(８．７％) 

【４６．７％】 

・手続が面倒(３９．０％) 

・個人情報(３５．９％) 

・きっかけがない(３１．０％) 

・制度の不知 

・不用品回収業者等の存在 

・退蔵 

(手続が面倒、個人情報、きっかけがない) 

携帯電話 

【６０．４％】 

◎４１．１％ 

○１９．３％ 

△２０．０％ 

×１９．５％ 

・ＭＲＮ等(９４．９％) 

・自治体(２．３％) 

【６３．９％】 

・保存データ(４１．６％) 

・きっかけがない(３１．５％) 

・個人情報(３０．０％) 

・退蔵 

(保存データ、きっかけがない、個人情報) 

小型家電 

※１ 
－ 

・自治体(５３．７％) 

・小売店(２３．０％) 

・不用品回収等(１７．４％) 

【３９．０％】 

・きっかけがない(４９．５％) 

・手続が面倒(３６．５％) 

・予備として保管(２１．１％) 

・不用品回収業者等の存在 

・退蔵(きっかけがない、手続が面倒) 

小型 

二次電池 

※２ 

【５２．８％】 

◎２８．６％ 

○２４．２％ 

△１８．８％ 

×２８．４％ 

・回収ボックス等(３５．８％) 

・小型家電ごと廃棄（３３．９％） 

・自治体(２０．２％) － 
・制度の不知 

・小型家電と一緒に廃棄されてしまう 

※１：携帯音楽プレーヤー、デジタルカメラ、シェーバー、電気歯ブラシ（いずれも充電式のもの）  

※２： ※1の小型家電に使用されている小型二次電池 

※３：プレ調査４０，０００人からの回答。【◎：全て知っている。 ○：ある程度知っている(費用、場所等)。 △：具体的には分からないがなんとなく知っている。 ×：全く知らない。】 

※３：退蔵している割合は本調査対象の２，９６７人のうちの割合。退蔵理由の割合については、退蔵していない人を除いたときの割合。 

消費者アンケートについて(結果の概要) 



(n=2,429) 

小売店が回収 
していることは 
知っていたが、 
料金を支払うこ 
とは知らなかっ 

た 
0.8% 

料金を支払うこ 
とは知っていた 
が、小売店が 
回収しているこ 
とは知らなかっ 

た 
10.1% 

全く知らな 
かった 
1.6% 

具体的な内容 
は知らなかった 
が、リサイクル 
する制度があ 
ることは知って 

いた 
6.0% 

料金を支払う 
ことと、小売 
店が回収して 
いることを知っ 

ていた 
81.5% 
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家電４品目に関する消費者アンケート結果(１) 

○家電リサイクル法の認知度はプレ調査で８４．７％。全く知らない人は５．８％。 
○家電４品目廃棄経験者２，４２９人の認知度は９２．４％。全く知らない人は１．６％。 

→家電リサイクル法の認知度は他の制度に比べて高い。 

認知度(プレ調査４０，０００人) 認知度(廃棄経験者) 

(n=40,000) 

料金を支払う 
ことと、小売 
店が回収して 
いることを 
知っていた 

70.4% 

具体的な内容 
は知らなかっ 
たが、リサイク 
ルする制度が 
あることは知っ 

ていた 
9.5% 小売店が回収 

していることは 
知っていたが、 
料金を支払うこ 
とは知らなかっ 

た 
1.4% 

全く知らな 
かった 
5.8% 

料金を支払うこ 
とは知っていた 
が、小売店が 
回収しているこ 
とは知らなかっ 

た 
12.9% 



(n=2,429) 

48.7 

34.0 

14.7 

51.3 

13.8 

23.4 

1.9 

7.3 

4.7 

16.8 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

手続きや準備が簡単で引渡しやすい 
と思ったから 

家まで取りに来てくれる、または引渡 
先が近くにあったから 

支払う費用が安い、または費用がか 
からないと思ったから 

買換えの際に案内があったから 

法律に基づく引渡先だと思ったから 

適切にリサイクルされると思ったから 

引渡後の製品の行方がわかると思っ 
たから 

環境・資源対策に役立つと思ったから 

どこに出せば良いか分からなかった 
から 

家電エコポイント制度のポイントがもら 
えたから 

その他 

(n=2,429) 

不用品回収業 
者（軽トラック 
等で市中を巡 
回しながら不 
用品を集めて 
いる業者） 

9.9% 

無料回収場所 
（空き地などで 
のぼり旗をたて 
て不用品を集 
めている場所） 

3.6% 
その他 
3.1% 

自治体（市区町 
村） 
4.2% 

家電リサイクル 
法の指定引取 
場所へ自ら持 
ち込み 
8.1% 

小売店（通販 
の場合の通信 
販売業者を含 

む） 
71.1% 

家電４品目に関する消費者アンケート結果(２) 

○廃棄経験者２，４２９人の７９．２％は制度上の廃棄先（小売店、指定引取場所）を選択し
ているが、１３．５％は不用品回収業者等を選択。 
○廃棄先選択理由は、「買換えの際の案内」(51.3％)、「手続等が簡単」(48.7％)、「家まで
取りに来てくれる、または近い」(34.0％)の順。 
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廃棄先 廃棄先選択理由 



49.5 

30.7 

8.7 

15.0 

25.4 

2.0 

8.0 

3.6 

20.7 

44.2 

53.0 

1.2 

2.7 

0.6 

3.0 

8.2 

0.6 

63.3 
47.6 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

手続きや準備が簡単で引渡しやすいと思ったから 

家まで取りに来てくれる、または引渡先が近くにあったから 

支払う費用が安い、または費用がかからないと思ったから 

買換えの際に案内があったから 

法律に基づく引渡先だと思ったから 

適切にリサイクルされると思ったから 

引渡後の製品の行方がわかると思ったから 

環境・資源対策に役立つと思ったから 

どこに出せば良いか分からなかったから 

家電エコポイント制度のポイントがもらえたから 

小売店・指定引取場所(n=1,922) 不用品回収業者・無料回収場所(n=328) 
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家電４品目に関する消費者アンケート結果(３) 

○ 不用品回収業者等に廃棄した理由として「支払う費用が安い、またはかからない」ことを
選択した人の割合は、制度上の廃棄先（小売店、指定引取場所）に廃棄した理由として
同選択肢を選択した人の割合に比べ約５倍。 
○制度上の廃棄先（小売店、指定引取場所）を選択した理由で最も高いものは「買換えの
際の案内」(63.3％)。 
○不用品回収業者等に出すことで「適切にリサイクルされる」と考えた人が１０．７％存在。 

廃棄先別の選択理由 



(n=2,429) 

小売店（通販 
の場合の通 
信販売業者を 
含む）, 68.8% 

その他, 0.8% 

家電リサイク 
ル法の指定 
引取場所へ 
自ら持ち込 
み, 6.5% 

自治体（市区 
町村）, 8.9% 

不用品回収 
業者（軽トラッ 
ク等で市中を 
巡回しながら 
不用品を集め 
ている業者）, 

7.3% 

無料回収場 
所（空き地な 
どでのぼり旗 
をたてて不用 
品を集めてい 
る場所）, 

7.8% 

78.1 

67.5 

51.9 

69.1 

30.2 

36.6 

7.3 

9.9 

64.0 

65.5 

39.3 

13.4 

29.6 

2.7 

6.4 

66.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

手続きや準備が簡単で引渡しやすい 

家まで取りに来てくれる、または引渡先 
が近い 

支払う費用が安い、または費用がかから 
ない 

買換えの際に引き取ってくれる 

法律に基づいている 

適切にリサイクルされる 

引渡後の製品の行方がわかる 

環境・資源効果がわかる 

小売店・指定引取場所(n=1,922) 不用品回収業者・無料回収場所(n=328) 

家電４品目に関する消費者アンケート結果(４) 

○廃棄経験者２，４２９人が希望する廃棄先は、制度上の廃棄先（小売店、指定引取場所）
が７４．３％、不用品回収業者等は１５．１％。 
○参加・協力しやすいと考える条件は、制度上の廃棄先（小売店、指定引取場所）では「手
続等が簡単」(78.1％)、 「買換えの際に引き取ってくれる」(69.1 ％) 、「家まで取りに来てく
れる、または近い」( 67.5 ％)の順だが、不用品回収業者等では「支払う費用が安い、か
からない」が最も高い(66.8％)。 
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希望廃棄先 廃棄先別の参加・協力しやすい条件 



(n=40,000) 

具体的な内容 
は知らなかった 
が、リサイクル 
する制度がある 
ことは知ってい 

た 
23.4% 

ゆうパックによ 
る無料回収が 
行われている 
ことを知ってい 

た 
9.1% 

無料であること 
は知っていた 
が、ゆうパックに 
よる引き取りは 
知らなかった 

7.9% 

全く知らなかっ 
た 

55.0% 

ゆうパックによる 
引き取りは知っ 
ていたが、無料 
であることは知 
らなかった 

4.6% 

(n=1,071) 

ゆうパックによ 
る引き取りは 
知っていたが、 
無料であること 
は知らなかった 

6.2 

全く知らなかっ 
た 37.2 

無料であること 
は知っていた 
が、ゆうパック 
による引き取り 
は知らなかった 

10.7 

ゆうパックによ 
る無料回収が 
行われている 
ことを知ってい 
た 19.0 

具体的な内容 
は知らなかった 
が、リサイクル 
する制度がある 
ことは知ってい 
た 26.9 
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パソコンに関する消費者アンケート結果(１) 

○パソコンリサイクル制度の認知度はプレ調査で２１．６％。全く知らない人は５５．０％。 
○パソコン廃棄経験者１，０７１人の認知度は３５．９％、全く知らない人は３７．２％。 

→パソコンリサイクル制度の認知度は、他の制度に比べて低い。 

認知度(プレ調査４０，０００人) 認知度(廃棄経験者) 

※ＰＣリサイクルマークが付いているパソコンの廃棄の場合 ※ＰＣリサイクルマークが付いているパソコンの廃棄の場合 



18.6 

4.9 

11.3 

4.4 

1.5 

17.9 

39.2 

6.6 

22.8 

8.5 

4.9 

40.7 

10.3 

4.8 

59.3 

8.0 

11.1 

25.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

廃棄したパソコンのメーカー（ゆうパック 
利用） 

小売店 

自治体（市区町村） 

不用品回収業者 

無料回収場所 

その他 
すべて知っていた(n=204) 
一部知っていた(n=469) 
全く知らなかった(n=398) 

(n=1,071) 

自治体（市区町 
村） 
7.7% 

廃棄したパソ 
コンのメー 
カー（ゆうパッ 
ク利用） 
22.1% 

その他 
4.2% 

不用品回収業 
者（軽トラック 
等で市中を巡 
回しながら不 
用品を集めて 
いる業者） 

21.5% 

無料回収場所 
（空き地などで 
のぼり旗をた 
てて不用品を 
集めている場 

所） 
8.7% 

小売店（通販 
の場合の通信 
販売業者を含 

む） 
35.9% 
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パソコンに関する消費者アンケート結果(２) 

○廃棄経験者１，０７１人の２２．１％がパソコンメーカーへ引き渡しているが、不用品回収
業者等は３０．２％。小売店が３５．９％で最も多い。  
○パソコンリサイクル制度を知っている人は５９．３％がメーカーに廃棄。制度を知らない人
は８．０％がメーカーに廃棄。 
○制度を知らない人は制度を知っている人に比べ、不用品回収業者等に廃棄する傾向に
ある。 
廃棄先 認知度別の廃棄先 



36.7 

27.4 

20.3 

16.9 

5.5 

12.2 

3.8 

0.3 

0.3 

1.5 

8.4 

0.3 

1.9 

10.5 

41.4 

38.4 

48.5 
43.0 

52.9 

52.6 

0% 20% 40% 60% 

手続きや準備が簡単で引渡しやすいと思ったから 

家まで取りに来てくれる、または引渡先が近くにあったから 

支払う費用が安い、または費用がかからないと思ったから 

個人情報が保護されると思ったから 

買換えの際に案内があったから 

法律に基づく引渡先だと思ったから 

適切にリサイクルされると思ったから 

引渡後の製品の行方がわかると思ったから 

環境・資源対策に役立つと思ったから 

どこに出せば良いか分からなかったから 

パソコンメーカー(n=237) 不用品回収業者等（n=323) 10 

パソコンに関する消費者アンケート結果(３) 

○パソコンメーカーに廃棄した理由は「手続等が簡単」(48.5％)、「適切にリサイクルされる」
(41.4％)、「法律に基づく引渡先」(38.4％)の順。 

○不用品回収業者等に廃棄した理由は「支払う費用が安い、またはかからない」(52.9％)、
「家まで取りに来てくれる、または近い」(52.6％）、 「手続等が簡単」(43.0％)の順。 

○不用品回収業者等に出すことによって、「適切にリサイクルされる」と思っている人が 
８．４％存在。 

廃棄先選択理由 



(n=1,071) 

廃棄するパソ 
コンのメー 
カー（ゆうパッ 
ク利用） 
69.8% 

その他  0.6% 

無料回収場 
所（空き地な 
どでのぼり旗 
をたてて不用 
品を集めてい 
る場所） 4.1% 

不用品回収 
業者（軽トラッ 
ク等で市中を 
巡回しながら 
不用品を集め 
ている業者） 

4.9% 

自治体（市区 
町村） 4.4% 

小売店（通販 
の場合の通信 
販売業者を含 
む） 16.2% 

(n=1,071) 

50.6 

39.1 

31.0 

39.2 

19.0 

7.8 

11.0 

0.1 

67.0 

65.3 

77.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

手続きや準備が簡単で引渡しやすい 

家まで取りに来てくれる、または引渡先 
が近い 

支払う費用が安い、または費用がかか 
らない 

個人情報が保護される 

買換えの際に引き取ってくれる 

法律に基づいている 

適切にリサイクルされる 

廃棄製品中のデータが移行できる 

引渡後の製品の行方がわかる 

環境・資源効果がわかる 

その他 
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パソコンに関する消費者アンケート結果(４) 

○廃棄経験者１，０７１人の６９．８％がパソコンメーカーへの引渡しを希望。 
○廃棄経験者の参加・協力しやすい条件は、「手続等が簡単」(77.8％)、 「支払う費用が安
い、またはかからない」(67.0%) 、「家まで取りに来てくれる、または近い」(65.3％)の順。 

希望廃棄先 参加・協力しやすい条件 



(n=398) その他 
4.8% 

廃棄したパソ 
コンのメーカー 
（ゆうパック利 

用） 
8.0% 

小売店 
40.7% 

自治体（市区町 
村） 

10.3% 

不用品回収業 
者 

25.1% 

無料回収場所 
11.1% 
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パソコンに関する消費者アンケート結果(５) 

○パソコンリサイクル制度を知らない人の実際の廃棄先は、パソコンメーカーが８．０％
だったが、ＰＣリサイクルマークが貼付されたパソコンは排出時に無料で回収されることを
理解すると、希望廃棄先はパソコンメーカーが６４．１％まで増加。 

制度を知らない人の希望廃棄先 制度を知らない人の廃棄先 

廃棄したパソコン

のメーカー（ゆう

パック利用） 
64.1% 

小売店 
18.6% 

自治体（市区町

村） 
5.0% 

不用品回収業者 

6.8% 

無料回収場所 

4.8% 
その他 

0.8% 

(n=398) 



35.2 

16.5 

27.2 

28.7 

6.2 

26.1 

8.5 

19.6 

40.8 

17.4 

27.3 

32.0 

9.3 

24.1 

15.5 

18.9 

25.8 
40.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

廃棄する手続きや準備が面倒だから 

引渡先まで持っていくのが面倒だから 

廃棄するのに費用がかかると思うから 

個人情報が漏れるのが心配だから 

廃棄するきっかけがないから 

適切にリサイクルされるかがわからない 
から 

保存しておきたいデータ等があるから 

どのように処分すれば良いかわからない 
から 

予備等として保管しており、廃棄するつも 
りがないから 

廃棄経験あり(n=449) 3年間廃棄経験なし(n=937) 

(n=1,386) 

39.0 

17.1 

27.3 

35.9 

31.0 

8.3 

24.7 

13.2 

19.1 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

廃棄する手続きや準備が面倒だから 

引渡先まで持っていくのが面倒だから 

廃棄するのに費用がかかると思うから 

個人情報が漏れるのが心配だから 

廃棄するきっかけがないから 
適切にリサイクルされるかがわからない 

から 
保存しておきたいデータ等があるから 

どのように処分すれば良いかわからない 
から 

予備等として保管しており、廃棄するつも 
りがないから 

その他 

46.7% 53.3% 

退蔵あり(n=1,386) 退蔵なし(n=1,581) 

1 
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パソコンに関する消費者アンケート結果(６) 

○本調査２，９６７人中１，３８６人(46.7％)がパソコンを退蔵している。 
○退蔵理由は、「手続等が面倒」(39.0％)、「個人情報漏洩を心配」(35.9％)、「きっかけが
ない」(31.0％)の順。 
○過去３年間パソコンを廃棄せず退蔵している人は、廃棄経験者に比べ、個人情報の漏
洩を心配している割合が約１．５倍。 

退蔵割合 廃棄経験別の退蔵理由 

退蔵理由 



(n=829) 

具体的な内容 
は知らなかった 
が、リサイクル 
する取組がある 
ことは知ってい 

た 
15.4% 

個人情報保護 
について知っ 
ていたし、携 
帯電話ショッ 
プ等で回収さ 
れていることも 
知っていた 

56.5% 

全く知らな 
かった 
10.0% 

個人情報保護 
については知ら 
なかったが、携 
帯電話ショップ 
等で回収され 
ていることは 
知っていた 

18.1% 

(n=40,000) 

全く知らなかっ 
た 

19.5% 

個人情報保護 
について知っ 
ていたし、携帯 
電話ショップ等 
で回収されて 
いることも知っ 

ていた 
41.1% 

具体的な内容 
は知らなかった 
が、リサイクル 
する取組がある 
ことは知ってい 

た 
20.0% 

個人情報保護 
については知ら 
なかったが、携 
帯電話ショップ 
等で回収されて 
いることは知っ 
ていた 
19.3% 
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携帯電話に関する消費者アンケート結果(１) 

○携帯電話ショップでの自主的取組の認知度はプレ調査で６０．４％。全く知らない人は 

１９．５％。 
○携帯電話の廃棄経験者８２９人の認知度は７４．６％。全く知らない人は１０．０％。 

→携帯電話の自主的取組の認知度は比較的高い。 

認知度(プレ調査４０，０００人) 認知度(廃棄経験者) 



(n=829) 不用品回収 
業者（軽ト 
ラック等で市 
中を巡回しな 
がら不用品を 
集めている業 

者） 
0.6% 

自治体（市区 
町村） 
2.3% 

無料回収場 
所（空き地な 
どでのぼり旗 
をたてて不用 
品を集めてい 
る場所） 

1.6% その他 
0.6% 

家電量販店 
等、携帯電 
話・PHS通信 
事業者の専 
門販売店以 
外の販売店 

9.3% 

携帯電話・ 
PHS通信事 
業者の専門 
販売店（ドコ 
モショップ、ソ 
フトバンク 
ショップ、ａｕ 
ショップ等） 

85.6% 

(n=829) 

8.1 

33.1 

14.4 

32.4 

4.8 

11.7 

5.7 

1.7 

39.2 

35.0 

65.5 

0% 20% 40% 60% 80% 

手続 きや 準備 が 簡単 で 引渡 しやすい 
と 思 ったから 

家 まで 取 りに 来 てくれる 、 または 引渡 
先 が 近 くにあったから 

支払 う 費用 がかからないと 思 ったから 

個人情報 が 保護 されると 思 ったから 

買換 えの 際 に 案内 があったから 

法律 に 基 づく 引渡先 だと 思 ったから 

適切 にリサイクルされると 思 ったから 

引渡後 の 製品 の 行方 がわかると 思 っ 
たから 

環境 ・ 資源対策 に 役立 つと 思 ったから 

どこに 出 せば 良 いか 分 からなかったか 
ら 

その 他 
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携帯電話に関する消費者アンケート結果(２) 

○廃棄経験者８２９人の廃棄先は８５．６％が携帯電話ショップ(家電量販店等を含めると 
９４．９％)。 
○廃棄先選択理由は、「手続等が簡単」(65.5％)、「買換の際の案内」(39.2％)、「個人情
報保護」(35.0％)の順。 
廃棄先 廃棄先選択理由 



(n=829) 

18.5 

47.9 

28.2 

41.9 

28.3 

7.2 

11.3 

0.5 

59.6 

63.2 

77.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

手続 きや 準備 が 簡単 で 引渡 しやすい 

家 まで 取 りに 来 てくれる 、 または 引渡 
先 が 近 い 

支払 う 費用 がかからない 

個人情報 が 保護 される 

買換 えの 際引 き 取 ってくれる 

法律 に 基 づいている 

適切 にリサイクルされる 

廃棄製品中 のデータが 移行 できる 

引渡後 の 製品 の 行方 がわかる 

環境 ・ 資源効果 がわかる 

その 他 

(n=829) 

その 他    0 . 4 % 

無料回収場所 
（ 空 き 地 など 
でのぼり 旗 を 
たてて 不用品 
を 集 めている 
場所 ）  0 . 7 % 

不用品回収業 
者 （ 軽 トラック 
等 で 市中 を 巡 
回 しながら 不 
用品 を 集 めて 
いる 業者 ） 

0.2% 

自治体 （ 市区 
町村 ）  1 . 3 % 

家電量販店 
等 、 携帯電 
話 ・ PHS 通信 
事業者 の 専門 
販売店以外 の 
販売店  4 . 7 % 

携帯電話 ・ 
PHS 通信事業 
者 の 専門販売 
店 （ ドコモ 
ショップ 、 ソフ 
トバンクショッ 
プ 、ａｕ ショップ 
等 ）  92 . 6 % 
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携帯電話に関する消費者アンケート結果(３) 

○廃棄経験者８２９人の希望廃棄先は９２．６％が携帯電話ショップ(家電量販店等含めると
９７．３％)で、実際の廃棄先と同様の傾向。 
○参加・協力しやすい条件は、「手続等が簡単」(77.8％)、「個人情報保護」(63.2％)、「支払
う費用がかからない」(59.6％)の順。 

希望廃棄先 参加・協力しやすい条件 



(n=2,967)

46.7%

39.0%

36.1%

53.3%

61.0%

63 .9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯電話

（参考）パソコン

（参考）小型家電

退蔵あり 退蔵なし

23.3 

14.6 

30.0 

31.5 

41.6 

7.3 

10.2 

20.9 

24.6 

14.7 

28.7 

41.8 

4.1 

6.7 

24.2 

22.8 

14.6 

32.4 

41.6 

8.5 

11.5 

19.8 

18.5 
34.0 

0% 20% 40% 60% 

廃棄 する 手続 きや 準備 が 面倒 だから 

引渡先 まで 持 っていくのが 面倒 だから 

個人情報 が 漏 れるのが 心配 だから 

廃棄 するきっかけがないから 

保存 しておきたいデータ 等 があるから 

適切 にリサイクルされるかがわからない 
から 

どのように 処分 すれば 良 いかわからない 
から 

予備 として 保管 、 または 本来 の 機能 とは 
別 の 用途 で 使用 しているから 

退蔵全体 
(n=1,895) 

廃棄経験 あり 
(n=491) 

3 年間廃棄経験 なし 
(n=1,404) 
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携帯電話に関する消費者アンケート結果(４) 

○本調査２，９６７人中１，８９５人(63.9%)が携帯電話を退蔵している。携帯電話の退蔵割
合はパソコンや小型家電に比べて最も高い。 
○退蔵理由は、「保存しておきたいデータがある」(41.6％)、「きっかけがない」(31.5%)、 
 「個人情報が漏れるのが心配」(30.0％)の順。 
○過去３年間携帯電話を廃棄せず退蔵している人は、廃棄経験者に比べ、個人情報の漏
洩を心配している割合が倍近く高い。 

退蔵理由 退蔵割合 



(n=579) 

自治体 
（ 市区町村 ） 

53.7% 

その 他 
1.2% 

廃棄 する 製品 
のメーカー 

4.7% 

無料回収場 
所 （ 空 き 地 な 
どでのぼり 旗 
をたてて 不用 
品 を 集 めてい 
る 場所 ） 

7.6% 

不用品回収 
業者 （ 軽 ト 
ラック 等 で 市 
中 を 巡回 しな 
がら 不用品 を 
集 めている 業 

者 ） 
9.8% 

小売店 （ 通販 
の 場合 の 通信 
販売業者 を 含 

む ） 
23.0% 

57.6 

23.5 

41.5 

3.9 

1.0 

16.1 

21.9 

1.0 

8.4 

12.5 

57.9 

19.5 

36.1 

16.5 

15.0 

24.1 

5.3 

10.5 

4.5 

33.7 

45.5 

45.5 

0.0 

1.0 

3.0 

8.9 

1.0 

5.0 

11.9 

48.1 

0% 20% 40% 60% 80% 

手続 きや 準備 が 簡単 で 引渡 しやすいと 
思 ったから 

家 まで 取 りに 来 てくれる 、 または 引渡 
先 が 近 くにあったから 

支払 う 費用 がかからないと 思 ったから 

個人情報 が 保護 されると 思 ったから 

買換 えの 際案内 があったから 

法律 に 基 づく 引渡先 だと 思 ったから 

適切 にリサイクルされると 思 ったから 

引渡後 の 製品 の 行方 がわかると 思 った 
から 

環境 ・ 資源対策 に 役立 つと 思 ったから 

どこに 出 せば 良 いか 分 からなかったか 
ら 

自治体 
(n=311) 

小売店 
(n=133) 

不用品回収業者等 
(n=101) 
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小型家電に関する消費者アンケート結果(１) 

○小型家電廃棄経験者約５７９人の廃棄先は自治体が５３．７％、小売店が２３．０％、不
用品回収業者等が１７．４％。 
○小売店に引き渡した人の廃棄先選択理由は、「買換えの際に案内があったから」とする
人が４８．１％。 

廃棄先 廃棄先別の選択理由 



(n=579) 
不用品回収 
業者 （ 軽 ト 
ラック 等 で 市 
中 を 巡回 しな 
がら 不用品 
を 集 めている 
業者 ）  6 . 7 % 

無料回収場 
所 （ 空 き 地 な 
どでのぼり 
旗 をたてて 
不用品 を 集 
めている 場 
所 ）  6 . 6 % 

その 他    0 . 7 % 

自治体 （ 市区 
町村 ）  52 . 3 % 

小売店 （ 通販 
の 場合 の 通 
信販売業者 を 
含 む ）  24 . 4 % 

廃棄 する 製品 
のメーカー 

9.3% 

(n=579) 

37.3 

23.1 

26.4 

23.3 

34.0 

10.4 

3.8 

7.9 

0.0 

62.2 

75.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

手続 きや 準備 が 簡単 で 引渡 しやす 
い 

家 まで 取 りに 来 てくれる 、 または 引 
渡先 が 近 い 

支払 う 費用 がかからない 

個人情報 が 保護 される 

買換 えの 際引 き 取 ってくれる 

法律 に 基 づいている 

適切 にリサイクルされる 

廃棄製品中 のデータが 移行 できる 

引渡後 の 製品 の 行方 がわかる 

環境 ・ 資源効果 がわかる 

その 他 
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小型家電に関する消費者アンケート結果(２) 

○小型家電廃棄経験者５７９人の希望廃棄先は自治体が５２．３％、小売店が２４．４％、
不用品回収業者等が１３．３％で、実際の廃棄先と同じ傾向。  
○参加・協力しやすい条件は、「手続等が簡単」(75.5％)、「費用がかからない」(62.2%)、
「家まで取りに来てくれる、または近い」(37.3％)の順。 

希望廃棄先 参加・協力しやすい条件 



小型家電に関する消費者アンケート結果(３) 

○本調査２，９６７人中１，１５８人(39.0％)が小型家電を退蔵。 
○退蔵理由は、「きっかけがない」(49.5％)、「手続等が面倒」(36.5％)、「予備として保管」

(21.1％)の順。 

退蔵の割合 退蔵理由 
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(n=2,967) 

39.0% 61.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小型家電 

退蔵 あり ( n = 1 , 158 ) 退蔵 なし ( n = 1 , 809 ) 

(n=1,158) 

15.3 

10.4 

4.8 

18.8 

21.1 

2.5 

49.5 

6.7 

36.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

廃棄 する 手続 きや 準備 が 面倒 だから 

引渡先 まで 持 っていくのが 面倒 だから 

個人情報 が 漏 れるのが 心配 だから 

廃棄 するきっかけがないから 

保存 しておきたいデータ 等 があるから 

適切 にリサイクルされるかがわからない 
から 

どのように 処分 すれば 良 いかわからな 
いから 

予備 として 保管 、 または 本来 の 機能 と 
は 別 の 用途 で 使用 しているから 

その 他 



(n=40,000) 

回収 が 行 われ 
ていることを 知 
らなかった 

28.4% 

回収 が 行 われ 
ていることを 
知 っていたし 、 
実際 にボック 
ス 等 が 設置 さ 
れている 場所 
も 知 っている 

28.6% 

具体的 な 内容 
は 知 らなかった 
が 、 リサイクル 
する 制度 がある 
ことは 知 ってい 

た 
18.8% 

回収 が 行 われ 
ていることは 
知 っていたが 、 
実際 にボックス 
等 が 設置 されて 
いる 場所 は 知 ら 

ない 
24.2% 

(n=579) 

具体的な内容 
は知らなかっ 
たが、リサイク 
ルする制度が 
あることは知っ 

ていた 
16.2% 

回収が行われ 
ていることは 
知っていた 
が、実際に 
ボックス等が 
設置されてい 
る場所は知ら 

ない 
27.3% 

回収が行わ 
れていること 
を知っていた 
し、実際に 
ボックス等が 
設置されてい 
る場所も知っ 
ている 
36.4% 

回収が行わ 
れていること 
を知らなかっ 

た 
20.0% 
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小型二次電池に関する消費者アンケート結果(１) 

○小型二次電池の回収制度の認知度はプレ調査で５２．８％。知らない人が２８．４％。 
○小型家電廃棄経験者の５７９人の認知度は６３．７％。知らない人が２０．０％。 
→小型二次電池の回収制度の認知度は比較的低い。 

認知度(プレ調査４０，０００人) 認知度(廃棄経験者) 



、 

(n=579) 

その 他 
0.7% 

充電式電池 を 
取 り 外 し 充電 
式電池 の 回収 
ボックスに 廃棄 

した 
29.0% 

充電式電池 を 
入 れたまま 小 
型家電 ごと 廃 

棄 した 
33.9% 充電式電池 を 

取 り 外 し 、 小売 
店等 に 引 き 渡 

した 
6.7% 

充電式電池 を 取 
り 外 し 、 自治体 
の 燃 えないごみ 
等 として 廃棄 し 

た 
20.2% 

充電式電池 を 取 
り 外 し 、 家 に 置 
いてある 

9.5% 

すべて知っていた(n=211)

6 .6%

0 .5%

12 .3%

7 .1%

25 .6%

47 .9%

充電式電池を取り外し、
充電式電池の回収ボック
スに廃棄した
充電式電池を取り外し、
小売店等に引き渡した

充電式電池を取り外し、
自治体の燃えないごみ等
として廃棄した
充電式電池を取り外し、
家に置いてある

充電式電池を入れたまま
小型家電ごと廃棄した

その他　
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小型二次電池に関する消費者アンケート結果(２) 

○小型二次電池を回収ボックスや小売店等に廃棄した人が３５．７％、電池ごと小型家電
を廃棄した人が３３．９％。 
○制度の認知度が高いほど回収ボックスに廃棄、低いほど製品ごと廃棄する傾向。 

廃棄先 認知度別廃棄先 

全く知らなかった(n=116)

14 .7%

45 .7%

12 .1%

25 .0%

0 .0%

2 .6%

充電式電池を取り外し、
充電式電池の回収ボック
スに廃棄した
充電式電池を取り外し、
小売店等に引き渡した

充電式電池を取り外し、
自治体の燃えないごみ等
として廃棄した
充電式電池を取り外し、
家に置いてある

充電式電池を入れたまま
小型家電ごと廃棄した

その他　



(n=196) 

小売店 （ 通販 の 
場合 の 通信販売 
業者 を 含 む ） 

24.0% 

その 他 
1.5% 

廃棄 する 製品 の 
メーカー 

8.1% 

不用品回収業 
者 （ 軽 トラック 等 
で 市中 を 巡回 し 
ながら 不用品 を 
集 めている 業 

者 ） 
6.6% 

無料回収場所 
（ 空 き 地 などで 
のぼり 旗 をたて 
て 不用品 を 集 
めている 場所 ） 

9.6% 

自治体 （ 市区町 
村 ） 

50.2% 
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小型二次電池に関する消費者アンケート結果(３) 

○小型二次電池ごと小型家電を廃棄した人の廃棄先は自治体(50.2％)、小売店(24.0％)、
不用品回収業者等(16.2％)。 
○小型二次電池ごと小型家電を廃棄した理由は、「考えもしなかった」が４６．９％、「外す
必要がないと思った」が２９．１％。 

小型二次電池を外さなかった理由 小型家電ごと廃棄した人の廃棄先 

(n=196) 

充電式電池 の 
取 り 外 し 方 が 分 
からなかったか 

ら 
13.3% 

充電式電池 を 
取 り 外 すことが 
面倒 だったから 

7.7% 

充電式電池 を 
取 り 外 すことを 
考 えもしな 
かったから 

46.9% 

その 他 
3.1% 

充電式電池 を 
取 り 外 す 必要 
がないと 思 った 

から 
29.1% 



(n=579) 

回収ボックス 
があれば、充 
電式電池を取 
り外して、回 
収ボックスに 
入れる 
78.5% 

面倒なので、 
充電式電池は 
取り外さない 

3.8% 

充電式電池の 
取り外し方が 
わからないの 
で、充電式電 
池は取り外さ 

ない 
5.4% 

回収ボックス 
が近くにない 
ので、協力で 
きない 
5.2% 

その他 
0.7% 

回収ボックス 
がどこにあるの 
かわからない 
ので、協力で 
きない 
6.4% 

(n=579) 

38.9 

5.7 

14.3 

23.3 

81.2 

26.1 

59.6 

61.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

手続 きや 準備 が 簡単 で 引渡 しやすい 

回収 ボックス 等 が 近 くにある 

支払 う 費用 がかからない 

法律 に 基 づいている 

適切 にリサイクルされる 

引渡後 の 製品 の 行方 がわかる 

環境 ・ 資源効果 がわかる 

乾電池 と 同 じように 自治体 が 収集 する 
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小型二次電池に関する消費者アンケート結果(４) 

○廃棄経験者の７８．５％の人が回収制度への協力意向を示した。 
○参加・協力しやすい条件については「回収ボックス等が近くにあること」(81.2％)、「手続
等が簡単」(61.1％)、「支払う費用がかからない」(59．6％)の順。 

制度の協力意向 参加・協力しやすい条件 



(n=2,967) 

ある 程度知 っ 
ていた 
53.7% 

聞 いたことが 
あった 
28.9% 

初 めて 聞 いた 
8.8% 

詳 しく 知 って 
いた 
8.6% 

(n=2,967) どちらでも 構 
わない 
7.4% きちんとリサイ 

クルされるの 
であれば 、 海 
外 へ 輸出 され 
てもいい 
15.3% 

資源 を 確保 
するため 、 国 
内 できちんと 
リサイクルす 
べきである 

77.4% 

25 

レアメタルに関する消費者アンケート結果 

○エアコン等の電気電子機器の中にレアメタルが含まれていることの認知度は６２．３％。 
○レアメタルを含んだ電気電子機器のリサイクルについて、「資源を確保するため、国内で
きちんとリサイクルすべき」と回答したのは７７．４％。 

レアメタルの認知度 レアメタルのリサイクルについて 
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対象製品 現状 課題 

家電 
４品目 

•家電リサイクル制度の認知度は高く、概ね制度上のルートへ
引き渡されている。 

•一方、リサイクル料金を高いと感じ、不用品回収業者等へ引
渡す消費者が一定程度存在。 

 
 
不用品回収業者対策の強化 
バーゼル法の運用強化 
消費者の適正排出の一層の推進 

パソコン •パソコンリサイクル制度の認知度は低く、不用品回収業者等
への引渡し割合が高い。 
 

•小売店に排出される割合が高い（リユース目的の可能性）。 
 

•退蔵している割合が高い。 

•退蔵理由として、個人情報の漏洩を懸念する消費者の割合が
高い。 

消費者に対する更なる普及啓発 
不用品回収業者対策の強化 
バーゼル法の運用強化 

リユースされないものについて、小
売店等との連携の余地はないか 

退蔵製品の排出促進 

個人情報保護対策の徹底及び消
費者への周知 

携帯電話 •携帯電話ショップ等での使用済み携帯電話回収の自主的取
組を知らない消費者は一定程度存在するが、ほとんどの消費
者は携帯電話ショップ等に引き渡している。 

•他製品と比較し、最も退蔵している割合が高い。 

•退蔵理由として、個人情報の漏洩を懸念する消費者の割合が
高い。 

消費者に対する更なる普及啓発 
 
 

退蔵製品の排出促進 

個人情報保護対策の徹底及び消
費者への周知 

消費者アンケート結果から得られた現状と課題(１) 
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消費者アンケート結果から得られた現状と課題(２) 

対象製品 現状 課題 

小型家電 •自治体に排出される割合が過半。 
•不用品回収業者等への排出も一定程度存在。 
 

•買換えの際に案内があると小売店に引渡す割合が高くなる。 
 

•退蔵している割合が高い。 

小型家電制度の構築 
不用品回収業者対策の強化 
バーゼル法の運用強化 

小型家電制度への小売店の参加促
進 

退蔵製品の排出促進 

小型 
二次電池 

•小型二次電池回収制度を知らない消費者が一定程度存在し、
小型二次電池ごと小型家電を廃棄している割合が高い。 
 
 
 

•小型二次電池回収ボックスが近くにあることを参加・協力の条
件とする割合が高いが、回収ボックスがどこにあるか分からな
い、または近くにないので、制度に協力できないとする割合も
一定程度存在。 
 

消費者に対する更なる普及啓発 
(制度、電池の取り外し、回収ボック
スの場所) 

小型家電制度等との連携 
 

小型二次電池回収ボックスの増設
等回収拠点の拡大の余地はないか 


